
 

 

１．白石のイメージ 

＜特徴はあるが印象の薄い街＞ ＜地域愛のつよい街＞ ＜住民の横の繋がりが希薄化＞ 

２－１．複合庁舎に求められること 

＜不便な地区・施設も多い＞ 

＜気軽に住める街＞ 

２－１．複合庁舎に求められること 

①利用しやすい複合庁舎づくり ②人・環境にやさしい複合庁舎づくり ③白石らしさのある複合庁舎づくり 

２．どのような拠点が求められるか 

２－２．民間機能・施設に求められること 

＜まち全体を活性化する拠点＞ ＜縁づくりの拠点＞ 

○気軽に住みやすい街 

・気軽に住みやすい（転入しやすい） 

・教育環境が整っている。 

×若者が活動できない、交流の場が
少ない街 

・学生の勉強する場が少ない。 

・若者が楽しむ場所、集える場が少ない。

青年のサークル室が無くなった。 

・若者と企業の接点が無い。 

・多世代交流できる場、集まる場（ホー

ル、広場）が無い。 

・交流クラブの農園がなくなった。 

×危険な街 

・犯罪が多い。 

・防災に関する情報発信機能が乏しい。 

・健全な遊技施設が無い。 

○安心・安全への意識が高い街 

・防犯活動が盛ん 

・ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞの治安を改善した！ 

 

×多様な層が混在している街 

・町内会加入率が低い。 

・選挙投票率が低い。 

・無縁社会である。 

×情報少なく、発信、伝達できない街 

・ボランティア活動の情報が少ない。 

・全国ﾚﾍﾞﾙの文化（吹奏楽）を発表す

る場が無い。 

・郷土の歴史を伝える場が無い。 

・白石亭が無くなる。 

○好奇心があり、勤勉な人が多い街 

・図書館利用者が多い。 

×不便な街 

・商店街に駐車場が無い。 

・障害者に丌親切な公共施設が多い 

・料金、アクセス性で利用しにくい公

共施設が多い。 

・商店街がないので買い物に困る。 

・１時間に１本しかバスが来ない 

 

○移動しやすい街 

・大通に近く便利 

・公共交通沿線は便利。 

 

×印象の薄い街 
・特徴的な建物・施設がない 

・相対的に緑が少ない。 

 

●周辺地区と連携した街づくりの場 

・東札幌の発展と併せて考えるべき。 

・新庁舎を中心に周囲を考えるべき。 

●区民の心の拠り所となる庁舎 

・庁舎前広場は重要。 

・広場側バルコニーを舞台のように。 

・駐車場より人のための広場を。 

・大事なコミュニティの場 

●土地の高度利用を 

・地下空間を積極的に活用すべき。 

●使いやすい駐車場・駐輪場計画 

・駐車場の出入り処理、自転車の処理は

重要 

・駐車場は有料でも良い。 

・団体バスを停められるスペース。 

●白石らしい緑を感じられる庁舎 

・交差点部等に効果的な緑を。 

・落ち葉対策として針葉樹もあり。 

・区の花ツルバラの活用を。 

●創造活動、非営利活動の場 

・ICC レンタルオフィスの様な施設を。 

・NPO 活動スペースを。 

・学生と地域（産業）を結びつける場 

・社会福祉協議会の事務所等 

 

●区民交流の場 

・交流クラブが活用できるスペース。 

・高齢者と子どもをつなぐスペース。 

・年齢層関係なくふれあえる施設 

・現区民センターのレベルが最低水準（こ

れ以上必要）。 

・学生、障害者、子ども等の市民スペース 

・善俗堂のようなｲﾍﾞﾝﾄの開催 

・子ども体験コーナー（民間との連携等） 

・高齢者が来たくなる明るく癒される場 

・誰でも来られる公園的な空間 

●学習、研修の場 

・学習スペースの確保。 

・福祉支援のための研修スペース確保。 

 

●展示・発表、情報発信・共有、伝達の
場 

・文化、歴史の伝承、情報発信の場を確保

（郷土資料館等） 

・学生等の作品展示スペース 

●わかりやすく使いやすい庁舎 

・区役所の各部署の役割をわかりやすく

案内 

・年金課等の混雑解消 

 

●環境に配慮した庁舎 

・自然エネルギーの活用 

・駐車場の出入り口に発電機を。 

 

●生活を支える利便施設 

・クリニック 

・生鮮食料品・日用品店 

×不要な民間機能・施設 

・マンション（分譲）はいらない。 

（建て替え時に問題が発生） 

・集客だけを目的としたデパートのよう

な施設はいらない。（交通渋滞の発生） 

 

 

●街の活気づくりの場 

・商業施設の併設による活気づくり。 

・ふるさと祭が開催できる場 

・定期的にイベントが開催できる広場 

 
●白石文化の創造・発信の場 

・ステージ付きの大きな多目的ホール 

●利用者に便利なサービスを 

・子どもを預けられる施設が必要。 

・広いレストラン（現在の食堂はいつも

混雑している。） 

・運営方法（時間帯、料金等）の見直し

により使い勝手の良い区民ｾﾝﾀｰにす

べき。 

 

●利用者にやさしい庁舎 

・バリアフリーはスロープのみでは丌可 

 

●地域の課題を解決する施設 

・地域の人が働ける場の確保 

●予約せずに気軽に打合せできる場 

・打合せできる喫茶店 

×様々な地区が混在している街 
・エリアによって発展がアンバランス 

 

結果 

 

対照 

 

３．その他の意見 

●多様な意見を反映す

べき 

・子ども達や障害者の方に

も意見を聞くと良い。 

●ｱｸｾｽ性の高さを活か

すべき 

・ｱｸｾｽ性が高く人が集まり

やすい場所である。 

●将来を見据えた適切

規模の庁舎 

・人口減少のため大きな庁

舎は丌要 

●周辺とのﾈｯﾄﾜｰｸ 

・公園と緑を結ぶﾈｯﾄﾜｰｸづ

くり 

 

まちづくりの課題（案） 

１．暮らしやすい街をつくるための課題 
○わかりやすく利用しやすいサービスの提供 

・公共交通の利便性、アクセス性の高さ など 

○誰もが安心して暮らせるしくみづくり 
・防犯、防災、 など 

     
２．住民コミュニティ形成の課題 
○住民同士が交流するしかけづくり 

・多世代交流、若者交流 など 

○地域を学び、伝えるしくみづくり 
・ボランティア活動情報、郷土の歴史伝達 など 

 

３．まちづくり上の課題 
○まちを活性化させるしかけづくり 

・商店街、計画地周辺 など 

○特徴ある街をアピールするしかけづくり 
・地場産業、ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ など 

○地域を感じる機会づくり 
・ふるさと祭、善俗堂、 など 

その他の意見 

 

その他の意見 

第１回ワークショップとりまとめ 

比較的関心の高かった項目（4意見以上） 

多かった意見（２テーブル以上） 

 
●交通利便性の確保 

・公共交通の利便性、ｱｸｾｽ性の確保。 

・公共交通の利用促進 

●地下鉄からのアクセス性確保 

・地下鉄改札からスムーズにアクセス 

・地下鉄からの連絡通路確保 

 

●地区の安心・安全づくりの場 

・災害時の避難スペース（市民スペ

ースと兼ねる）の確保 

・備蓄機能を持つ拠点 

・防災機能としての広場 

＜その他＞ 

   

＜情報発信等の課題＞ 

○特徴のある街 
・２０万人というポテンシャルがある。 

・地場産業の歴史がある。 

・ベッドタウンではなく、働く場がある。 

・帯状に発展した街 

・商店街やｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞがあり住みやすい。 

・全国レベルの吹奏楽がある。 

 

○人情厚く、活発な街 

・人情、人とのつながり、ボランティ

ア精神がある。 

・学校と町内会のつながりがある。 

・若い人が積極的にイベントに参加 

・36 もの世代間交流活動がある。 

・地域毎に素晴らしいイベント・行事

がある。 
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その他意見 

 

・移転先の敷地において、建設可

能な建物イメージを検討できる

模型が欲しい 

 

・最低でも今くらいの区民センタースペースが欲しい

（サークル活動が活発なため） 

・学生、障害者、子ども等の市民活動スペース兼、災害

時の避難スペースとなって欲しい 

・学習スペースが欲しい 

・NPO 活動スペースが欲しい 

・福祉支援のための研修等が行えるスペースが欲しい 

・ふるさと祭ができるスペースが欲しい 

・社会福祉協議会の事務所を入れてほしい 

良い点 

・人情味があるところ 

・人とのつながりがあ

る 

・まちづくりセンター

がある 

・敷居が低く、気軽に

移り住んでこられる 

・小・中・高がそろっ

た文教区であること 

・ 日程：1 月 30 日（日）14:00～17:00 

・ 場所：白石保健センター2 階講義室 

・ 第一回テーマ ：『新しい拠点に求められるイメージ』 

・ 配布資料  ：白石区ガイド、参加者名簿、区民ワークショップ実施要領・開催プログラム、白石区複合庁

舎整備の考え方、白石区複合庁舎整備の進め方、パワーポイント資料 

・ 提示資料  ：模型、パワーポイント、白地図、都市計画図、町内会区域図、住区整備基本計画図、多中心

核都市構造の基本的な考え方 

『A グループの成果概要』 

― 拠点イメージ ― 

利便性の高い施設 

区民活動スペース 

― 白石の現状 ― ― 白石の現状 ― 

配慮すべき点 

・区役所を利用する機会は少ない

（あっても月に 1～2 回程度） 

まちを活性化させる賑わい機能 

区民のための公共空間 

まとめ  

白石は区民のサークル活動や防犯活動、祭り等が盛んであり、人とのつながりや人情味が感じられる街。新拠点にはそのつながりをさらに深められるような活動拠点・文化伝承・情報発信の場を求める意見が多かった。 

また、新たな機能として、保育施設やクリニック、喫茶店等、区民の生活に密着した施設を求める意見が多く挙がった。 

・機能として、文化伝承・情報発信

をしていきたい 

・郷土資料館を入れたい 

・情報発信・共有の場が欲しい 

・学生の作品展示スペースが欲しい 

文化伝承・情報発信 

・年金課などがいつも混雑しているの

で、利用しやすくしてほしい 

・スロープだけでなく、バリアフリー全

般を充実させてほしい 

・人口減少のため、これからは大きな建

物は必要ないと思う 

・子どもを預けられる施設が必要 

・レストランが欲しい（今の社員食堂は

混雑している） 

・自然エネルギーの利用 

・区役所の各部署の役割をわかりやす

く案内して欲しい 

・ 

・駐車場の出入り口が混

雑しないようにしてほ

しい 

・駐車スペースの確保

（現状くらいに広さは

欲しい） 

・駐車場の出入り口に発

電機を取り付ける 

・団体バスも止められる

ようにしてほしい 

駐車場 

・ 地下鉄の改札からスムーズにアクセ

スできるようにしてほしい 

・ 地下鉄からの連絡通路が欲しい 

地下鉄からのアクセス 

・クリニックが欲しい 

・生鮮食品等、日常生活

に必要なものを買える

お店が欲しい 

・打ち合わせ等ができる

喫茶店が欲しい 

・生活に困っている人が

多いので、働ける場所

を提供してほしい 

必要な民間機能 

・マンションは入れ

ない方が良い（次の

建替え時に問題が

起こるので） 

・交通渋滞が起こる

ため、デパートのよ

うな集客を目的に

した施設は良くな

い 

課題のある民間機能 

区役所 

良い点 

・ボランティア精神がある 

・学校と町内会のつながりが

あること 

・ふるさと祭りに意識的に若

い人を入れている 

・地域の青パト台数が多く、

防犯活動が盛ん 

・住民が自主的に防犯委員に

名乗り出てくれる 

・サイクリングロードの治安

が改善されたように思う 

良い点 

・地下鉄沿線が利用しやすくな

った（特にエレベーター取付

け等、福祉の面において） 

 

問題意識 

・地域活動の伝承

が難しい 

・次のふるさと祭

りの開催地を検

討すべき（南郷

丘公園など） 

問題意識 

・特徴的な建物・施設がない 

・商店街がないので買い物に困る 

・犯罪などが多い 

問題意識 

・学生の勉強環

境の充実 

・緑がもっとほ

しい 

・町内会の加入

率が低い 

・選挙の投票率

が低い 
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まとめ 

その他意見 

 

・子どもや障害者の方にも意

見を聞いたほうが良い。 

：世代間交流・コミュニケーションによる地域の活性化 

・「縁」でつながる施設 

・善俗堂（寝泊り・語り場）のようなイベントの開催 

・子どものための体験コーナー（民間との連携も考えられる） 

・若者との集い 

・まち全体を活性化させる拠点 

・大事なコミュニティの場 

良い点 

・商 店 街 や

サ イ ク リ

ン グ ロ ー

ド な ど が

あ る 住 み

やすい街 

・ステージ付きの大きな多目的ホー

ル 

・誰でも来られる公園のような空間 

・区民に近い場所、白石の中心に大

きなホール 

・NPO による施設管理や、連絡協

議会の立ち上げ等により使い勝手

の良い区民センターが必要。 

・幅広い時間帯で利用できる施設 

・備蓄機能を持つ、安

全・安心な広場 

・防災機能としての広

場空間 

・ふるさと祭りが開催

できる場所（3 万人） 

・定期的にイベントが

開催できる広場 

・ 日程：1 月 30 日（日）14:00～17:00 

・ 場所：白石保健センター2 階講義室 

・ 第一回テーマ ：『新しい拠点に求められるイメージ』 

・ 配布資料  ：白石区ガイド、参加者名簿、区民ワークショップ実施要領・開催プログラム、白石区複合庁

舎整備の考え方、白石区複合庁舎整備の進め方、パワーポイント資料 

・ 提示資料  ：模型、パワーポイント、白地図、都市計画図、町内会区域図、住区整備基本計画図、多中心

核都市構造の基本的な考え方 

『B グループの成果概要』 

防災 

イベント 

― 拠点イメージ ― 

良い点 

・図書館の利

用者が多い 

改善すべき点 

・若者と集える場所がない 

・無縁社会である 

・青年が集うサークル室がな

くなった 

・区役所では市民を迎え入れ

る気持ちが大切。 

広場・ホール 

つかいたくなる 

改善すべき点 

・まちづくりに関する相

談先がない 

・白石区は犯罪が多いイ

メージがある。 

・ボランティア活動の情

報連携が乏しい、話し

合いの場がない 

改善すべき点 

・障害者に対して丌親切な公共

施設 

・情報発信の拠点 

・歴史を守る場所 

・郷土の情報発信 

良い点 

・地域ごとに素晴らしいイ

ベント・行事がある 

改善すべき点 

・学生と企業との接点が少

ない 

情報発信 

歴史 

地域コミュニティ（ソフト・ハード） 

― 白石の現状 ― ― 白石の現状 ― 

改善すべき点 

・若者が楽しむ場所が少ない 

・白石区の商店街は現状成立し

ていない。 

・ 

改善すべき点 

・全国レベルの吹奏楽を発

表する場がない 

・大きなホール広場空間が

ない（体育館と兼用のも

のはある） 

改善すべき点 

・防災に関する情報発信機能が

乏しい 

・公園や緑を結びつ

けるネットワーク 

つなぐ 

つどう 

：賑わい・利便性・福祉・防災等 ：地域間、歴史性、緑をつなぐ 

緑 

良い点 

・大通りに近く

交通利便性が

高い 

改善すべき点 

・商店街など小さな店

舗に駐車場がない 

・料金や交通アクセス

の点で公共施設が利

用しづらい。   

『縁づくり』のある拠点 
・『縁』：地域の活性化につながるキーワード、世代間の縁・誰もが使える縁・地域間や学校と地域をつなぐ縁、など 

『つどう』：世代間交流の縁、『つかいたくなる』：賑わい・利便性・福祉・防災、『つなぐ』：地域間・歴史性・緑をつなぐ 

・学生と地域（企業）を

結びつける場 

産業・教育 

・アクセス性が

高く、人が集

う場所 

交通利便性 

・商業施設の併設によ

りまちに活気を生む 

賑わい 

福祉 

・高齢者が参加できるよう

な明るい癒しの場所 

改善すべき点 

・郷土の情報など歴史を守

るための働きかけを行っ

て欲しい。 
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キーワード 

その他意見 

・高層化のデメリットもある（上層階と

の繋がりがなくなる）。   

・白石の歴史をどのように残していく

か（白石亭がなくなる、等）。 

・東札幌の発展と合わせて

拠点形成を考えるべき 

・新庁舎を中心に周囲をど

のように変えていくか 

特徴 

・帯状に発展したまちの形態を

うまく活かせないか 

・ヨーロッパでは当然のようにある、庁舎

と広場の関係 

・バルコニーの活用等、舞台のようなスペ

ース 

・駐車場ではなく人のための広場をつく

るべき 

・地下の積極的活用 

・駐車場は有料もあり 

・駐車場の出入り処理 

・自転車の処理 

・ 日程：1 月 30 日（日）14:00～17:00 

・ 場所：白石保健センター2 階講義室 

・ 第一回テーマ ：『新しい拠点に求められるイメージ』 

・ 配布資料  ：白石区ガイド、参加者名簿、区民ワークショップ実施要領・開催プログラム、白石区複合庁

舎整備の考え方、白石区複合庁舎整備の進め方、パワーポイント資料 

・ 提示資料  ：模型、パワーポイント、白地図、都市計画図、町内会区域図、住区整備基本計画図、多中心

核都市構造の基本的な考え方 

『Ｃグループの成果概要』 

駐車場・交通処理 

― 拠点イメージ ― 

良い点 

・世代間交流のクラブ活動

が 36 もある 

 

改善すべき点 

・多世代交流ができる「ス

ペース」がない 

・若年層が交流の情報を共

有できていない？ 

・交流クラブの農園がなく

なってしまった 
広場・ゆとりのスペース 

アクセスしやすい拠点整備 

問題意識 

・現在の区民センターでは交流

しにくい 

問題意識 

・まちづくりの意識 

・ＪＲと地下鉄のアクセス向上 

良い点 

・「20 万人」のポテンシャル 

改善すべき点 

・産業振興、製造業支援 

・若者の起業をバックアッ

プするしくみ 

周辺との関係性 

― 白石の現状 ― ― 白石の現状 ― 

改善すべき点 

・健全な遊戯施設がない 

・交差点部等、効果的な緑

の配置 

・枯葉問題があるので針葉

樹でもよい 

・区の花ツルバラの活用 

拠点にふさわしい機能の整備 

多世代が交流できる場づくり 

豊かな緑 

良い点 

・大通に近く交通利便性が高い 

多世代が交流できる場づくり ／ 拠点にふさわしい機能の整備 ／ アクセスしやすい拠点整備 

・ＩＣＣレンタルオフ

ィスのような施設 

産業・企業支援 

・地下鉄ホームとのダ

イレクトアクセス 

・公共交通をいかに使

わせるか 

・コミュニティバス 

交通利便性 

・今ある交流クラブを活用できる

スペース整備 

・高齢者と子どもをつなぐスペー

ス 

・年齢層関係なくふれあえる施設 

多世代交流 

良い点 

・働く場所がある（ベッド

タウンではない） 

・地場企業の歴史 

問題意識 

・エリアによって発展がアンバラン

ス（南側に偏っている） 

・拠点がなく、地域温度差がある 

・シャッター街（北郷・東札幌等）

をどうするか。 

改善すべき点 

・1 時間に 1 本のバス等、公共

交通が利用しづらい面もあ

る。 


